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当社元役員に対する訴訟の判決に関するお知らせ 

 

 当社は、平成19年12月28日付けの「当社元役員に対する訴訟の提起に関するお知らせ」にてお知ら

せ致しました訴訟につきまして、本日、東京地方裁判所より当社の請求を認める判決の言い渡しがあり

ましたので、下記の通りお知らせ致します。 

 

記 

 

１．判決のあった裁判所及び年月日 

東京地方裁判所 

平成 22 年 12 月 22 日 

 

２. 原告および被告 

 （１）原 告 

    株式会社カーチスホールディングス 

 

 （２）被 告 

    江川 賢記（元当社代表取締役社長 平成 19 年 6 月 28 日辞任） 

    藤嶋 啓 （元当社取締役副社長  平成 19 年 6 月 28 日辞任） 

  

３．訴訟の提起から判決に至った経緯 

   被告らは、当時当社の親会社であった株式会社ソリッドアコースティックス（以下、「ＳＡ社」

という。）が運営するキャッシュマネージメントシステム（以下、「ＣＭＳ」という。）を導入した

い旨の説明を行い、当社がＣＭＳに参加することを取締役会において決定させた上、当社の資金約

120 億円をＳＡ社が管理するＣＭＳ口座へ寄託いたしました。しかしながら、その全額がＳＡ社の

リーマン・ブラザーズ証券株式会社に対する債務の担保として質権設定されたのち、期限の利益を

喪失し弁済の一部として充当される結果となり、当社がＣＭＳ口座へ寄託した約 120 億円の回収が

困難な状況になったことから、平成 19 年 3 月期において回収懸念部分について貸倒引当金を計上

致しました。 
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 当社は、被告らの当該行為によって多大な損害を被った事となり取締役としての善管注意義務違

反であるとの認識から、平成 19 年 1 月 28 日に東京地方裁判所へ訴訟を提起致しました。 

 なお、本訴訟は、当社株主による責任追及等の訴えの提起請求を一つのきっかけとして、当時の

監査役会が決定し、当時の監査役らが当社を代表して提起・追行致しました。 

 

４．判決の内容 

 （１）被告らは、原告に対し、連帯して 1億円及びこれに対する平成 19 年 1 月 12 日から支払済まで

年５分の割合による金員を支払え。 

 （２）訴訟費用は被告らの負担とする。 

 （３）この判決は仮に執行することができる。 

 

５．今後の見通し 

   上記の通り、平成 19 年 3 月期において既に回収懸念部分について貸倒引当金を計上しており、

本件に係る損失の発生等はございません。 

本訴訟において当社が勝訴致しましたが、今後被告らより控訴される可能性もあり、また具体的

な賠償金の支払方法や時期等につきましては、現時点では未定でございます。 

したがって、本件による当社の業績予想に及ぼす影響につきましては、今後公表すべき事項が発

生した場合、速やかにお知らせ致します。 

 

以 上 

 


